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夏休み少し前のある日、オオクワガタ樹液採集で惨敗続きで滅入っていた私に、知人の小川さんから、

「りゅうぼうさん、一度昆虫採集に連れて行ってもらえないですか？私も行ったことがないし、子供にも本

当に山でカブトムシやクワガタムシが採れるのを体験させてあげたいんですよ」

「うーん、一般虫採集か……気分転換の意味でも楽しいかも」

考えて見れば、自分がカブト・クワガタに当たり前のように接していても、普通の人にはホームセンター

やペットショップなんかでしか見る事もないんでしょう。子供達にゲームじゃない本当のムシの世界を見せ

てあげるのも、大人の責任かもしれません。

2年前にご一緒させていただいた宮内さん親子も誘って「虫とり」に出かける事と相成りました。宮内さ

んのお子さんも、2年前の採集が忘れられずに、次回の採集を心待ちにしていたそうです。小川さん、小川

さんのお子様（育夢くん）、宮内さん、宮内さんのお子様（俊樹くん）、私（りゅうぼう）の計5人での採集

ツアーです。

きより激しい雨が降って来ました。

「ついてないなー」

と思いつつ一ヶ所目のポイントに入ります。嫌な予感が的

中！コクワガタですら採集出来ません。

「こうなりゃ、いきなりマル秘ポイントに突撃だ！」

そうして今度は、私の一般虫の御神木の中でも1・2を争う

樹に到着。この樹では多いときは、ノコギリクワガタ・ミヤ

マクワガタを中心に10頭以上いるのも当たり前なのですが…

…クモの巣がはっている様子から見ても他人が入った気配は

無いのですが、何もいない……。先行きが思いやられます。

うろうろ廻ってようやく本日の1頭目、小型のヒラタ君が

採集できました。さらにすぐそばの樹でミヤマクワガタ2頭

を発見しました。今回の採集では、危険な場所を除いては一

切私は採りません。今日はお父さん達と子供達に採集を楽し

んでもらうのが目的です。小川さんが1頭のミヤマを目指し

て網を伸ばします。“ポトッ”ミヤマクワガタが落ちました。

必至で育夢くんと小川さんが探しますが見つかりません。

もう1頭のミヤマクワガタは宮内さん親子が狙います。こ

ちらは見事キャッチ！なかなかの良型のミヤマです。65mm

くらいでしょうか。ところが…！俊樹くんが虫かごに入れる

ときに落としてしまい、結局、行方不明になりました。2人

ともすごく残念そうな顔をしています。

「大丈夫、またすぐ捕まえることが出来るよ」

と言ったものの、この先の不安は拭いきれません。

夜も9時を過ぎた頃、激しかった雨も上がり採集しやすく

なってきました。雨が上がったからといってすぐに虫が出て

くるわけでは無いのですが、その後は徐々に、数は少ないも

のの、樹液を見つけるたびにカブト・クワガタの姿がちらほ

ら見られるようになってきました。

「あっ、水牛！」

私達の地域では、昔から大型のノコギリクワガタを水牛と呼

んでいます。そこではミヤマクワガタは沢山いましたが、そ

れに比べこの“水牛”は数が少なかったので、子供内では大

人気で、“水牛”が採集できたときは本当に嬉しかったもの

です。小川さんが網を持ってやってきます。ところがまたま

た“ポトッ”……この虫も落ちてしまいました。ところが、

今度はツキも味方してきたようで、ちゃんと発見できました。

続いてカブトムシ・コクワガタと、出番を待っていたよう

に採れていきます。子供達も大はしゃぎで、少しずつではあ

りますが虫かごの中も黒くなっていきます。

■7月16日、出発前。目指せ100頭！

■綺麗な虹、でも虹の向こうはどしゃぶりだった

■子供達に「虫取り」のテクニックをアドバイス。
少しずつクワガタカブトが増えていきました

■宮内さん親子は2度目の採集ですこし余裕

7月の3連休の真ん中、16日に出発する事に決まったのです

が、天気予報はあいにくの雨。雨天はせっかくの樹液が流れ

てしまい、飛翔系のカブトムシ・ノコギリクワガタ・ミヤマ

クワガタ等はあまり採れない可能性が高い。昔から一般虫採

集に行くときは最低でも100頭を目標にしていたので、それ

でも、行くからには100頭を目標にしたいのだが……天気が

とても気になります。

そして当日、午後5時集合。3時頃の時点では大雨で、現在

も降ったり止んだりの状況だ。

「あんまり良い感じ（天候）じゃないな」

でも、小川さん親子も宮内さん親子も合羽持参でやる気満々

の様子です。

「とりあえず出発しましょうか！でもあまり雨がひどくなれ

ば中止しましょうね」

車は目的地を目指して快調に走ります。でもフロントガラス

には絶えず大きな雨粒が・・・30分くらい走ったでしょう

か、急に日が差し込んできて、空には綺麗な虹が見えました。

「何とかいけそうですね」

全員に安堵感・・・ところが虹を越えて一山越えると、さっ

■小川さん親子は初めての虫取りにやや緊張気味
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